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1 8 　ラジオ波焼灼療法を施行した肝細胞癌の二例

瀧本光弘・坂内均・渡辺俊明

渡辺雅史*

済生会三条病院消化器科

新潟大学保健学科
*

最近新 たな肝細胞癌の 局所療法 と して ラ ジオ波

焼灼療法 (R F A) が注 目されて い る . 当院で R F A

を施行 したの で報告する .

〔症例 1〕 77 歳の男性, 腹部エ コ
ー に て肝左菓外

側域に約 2 0 . m m の 腫癌を認め , R F A を施行 した .

ラ ジオ波発生装置 , 穿刺針は B o st o n S ci e n ti丘c 社

の 製品を用 い た .

〔症例 2〕 68 歳の 男性で , C 型慢性肝炎で イ ン タ
ー フ ェ ロ ン治療を施行する も無効で , 1 996 年 9 月

に S2 に腫癌 を認 め た の を は じめ 計 3 カ所腫 痛が

出現 し, P E IT や躍動脈的 に治療 した . S 3 に新た

な腰痛 を認 め R F A を施行 した . 別の 部位に新たな

腫痛が出現 し R F A を追加 した. 2 回目は R a di o ni c s

社製の C o ol - tip 型電極を用い た . 今回, 2 例 3 病

餐, 1 0 m m , 1 5 m m , 20 m m の病変に対 し, R F A を

施行 した . 焼灼後 2 週後の C T 像で , い ずれ の病

変も十分 な大きさ の 境界明瞭な低吸収域 となり,

1 回で 十分 に焼灼出来たと考 えられ, R F A は有効

な治療法で ある と考 えた .

19　Helical CTの再構成画像をガイドとしたUS

下肝癌経皮的治療（肋間アプローチ）の経験

杉山幹也・丸山貴広

新潟県立坂町病院内科

近 年肝 細胞 癌 の 増加 と ラ ジ オ波 熱 焼灼 療法

( R F A) の 登場に より超音波装置 を用い た局所治

療の 需要が高ま っ て い る . その根治性は超音波画

面上 に再現性をも っ て 病変を描出で き るか否か に

より, 局所再発や遺残部に お ける病巣の把握が よ

り重要で ある . 再発 や遺残部 の 同定 に用い る C T

断層像は肋間操作で み た超音波像と は断層面 が異

なる た め, 実際の R F A 時に は立 体像をイ メ
ー ジ

して超音波像で はどの部分に相当するの か を想定

して治療して い るの が現状であ る . 時に治療す べ

き部位を誤 る こ とが あり, こ れを解決す るた め に

当院で は 2 001 年 1 0 月より, ヘ リ カ ル C T 撮像後

に, 超音波像に類似の C T 像が得られ る多断面再

構成画像 ( M P R 像) を作成し, 右肋間操作で の

R F A 後 の マ
ー ジ ン不十分例, 遺残, 局所再発例の

治療に応用 して おり, 従来より正確に病巣を捉え

られ る よう に な っ た . 今回 R F A を施行 し た肝細

胞癌症例の 超音波像と ヘ リ カ ル C T の M P R 像を

対比して , その有用性を報告する .

20　肝細胞癌に対する経皮的ラジオ波凝固療法

― 治 療 効 果 と 問 題 点 ―
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ラ ジオ波凝 固療法 (R F A) は少な い 治療回数で

確実 な凝固壊死を得られ る こ とか ら, 肝細胞癌に

対 する 穿刺治療 の 中心 と な り つ つ あ る . 今 回,

R F A 導入後約2 年間 の 治療成績 と 問題 点を検討

し たの で報告する . 症例数 は 3 9 例, 6 4 結節で腫

癌の大きさは 7
-

5 5 m m , 平均 1 9 m m . 使用 した

装置は, RI T A , R T C , ク
ー ル チ ッ プの 3 種類で ,

平均 1 . 9 回, 1 5 . 9 分 の 凝 固を 行 い 1 週 間後 の

c T / M RI に よる評価で平均 3 6 .3 × 2 8 .3 m m の 凝

固壊死が得 られ た . 観察期 間は平均 8 .2 ケ月 と短

い が 局所 再発 は 3 結節 の み ( 6 .7 % ) で あ っ た .

再発 はい ずれも壊死範囲内の残存脈管近傍か ら起

こ っ て い た . また
,
ク

ー

リ ング効果 により 2 結節

で は完全壊死が得られなか っ た . 術後, 肝機能
･

炎症反応 の 悪化を認 めた が , 1 週 間後に は回復 し

他の 合併症 も軽度 であ っ た .
ク -

リ ン グ効果 によ

る腫 癌細胞 の 残存や 直径3 c m 以上 の 腫癌 へ の 対

応 が今後 の 課題 と 考え られ, 現在血流遮断下 の

W A に取 り組ん で る .


